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屋外・手指 
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感触・ルール 
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(早降園日) 
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音楽・絵画 

 

 

 

(避難訓練) 
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屋外・手指 

19 

感触・ルール 
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休み 

(春分の日) 
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音楽・絵画 
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屋外・手指 
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感触・ルール 
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運動 

認知課題 

 

 

 

27 

音楽・誕生会 
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休み 
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屋外・閉級式 

 

 

 

 

31 

感触・ルール 

 

 

 

 

 

３月トリアだより 
 3月の活動 

帽子 帽子 

※専門職の来所予定日 

公認心理師（松本）： 12日(木)、１８日(水) 

言語聴覚士（永山）： ４日(水)、７日(土)、９日(月)、１３日(金)、１７日(火)、２３日(月)、２６日(木) 

理学療法士（樋口）： ５日(木)、１０日(火)、２１日(土)、２５日(水) 

作業療法士（大平）： ２日(月)、６日(金)、１９日(木)、３０日(月) 

スモック 

スモック 
帽子 

帽子 スモック 

スモック 

スモック 

スモック 

スモック 

スモック 

スモック 

帽子 スモック 

エプロン 三角巾 

帽子 



※当日のキャンセル連絡は、8 時 45 分までに連絡をお願いいたします。8 時 45 分以降の連絡になりますと昼食

代（330 円）が発生します。 

・降園時の引き継ぎを 13 時 30 分頃より開始しています。13 時 45 分までに来所されない場合は、ご連絡させ

ていただきます。 

・活動時間確保の為、9 時 50 分～10 時 15 分までにご登園ください。給食準備の為、10 時 15 分までに登園さ

れない際は、ご連絡させていただきます。 

・下着（パンツ）の貸し出しがあった際は、未使用の物を返却していただきますよう、よろしくお願いいたします。 

・お子様のことでお悩みや困り事等ありましたらご相談ください。必要に応じて交換ノートもご活用ください。一

度お預かりし、返事を書かせていただきます。 

・トイレトレーニングを行っている方は、トレーニングセット（パンツ、ズボン、Ｔシャツ、肌着、ビニール袋）

を袋にまとめて準備をしていただきますよう、お願いいたします。着替えた衣類を入れる袋を、必ず持たせてく

ださい。（スーパーのビニール袋等で構いません。） 

 

 

 

 

 

かくれんぼ 

ほんのりと暖かくなり、シュバルの馬たちもどこかうれしそうに感じられる季節になりました。 

今回は、こどもたちにもおなじみの遊び「かくれんぼ」について、思いついたことがありました。 

「もーいーかい」「まーだだよー」。 

カーテンの後ろや箪笥の隙間に身をひそめ、「見つからないかな」とドキドキしながらも、耳はしっ

かりと探す人の気配を感じ取っている——そんな記憶をお持ちの方も多いのではないでしょうか。 

かくれんぼは「隠れる遊び」と言われますが、実は「見つけてもらう遊び」なのかもしれません。 

こどもたちは、隠れながらも心のどこかで、「ちゃんと探しに来てくれるかな」「呼んでくれるかな」

と待っています。名前を呼ぶ声や近づく足音が聞こえた瞬間、こどもの心はふっとほどけ、安心が

広がっていきます。 

見つけてもらえると信じているからこそ、こどもは安心して隠れることができます。 

その安心の土台には、「ひとりにしないよ」「必ず迎えに行くよ」という、家族や大人からのあたたか

な想いが、言葉にならなくても確かに届いているのだと思います。 

毎日の子育ても、どこかかくれんぼに似ているのかもしれません。 

不安になったとき、立ち止まったときに、「ちゃんと見ているよ」「大丈夫だよ」とこどもに伝え続け

ること。家族や周囲の大人たちに見守られ、愛情に包まれて育つ経験が、こどもたちが安心して世

界へ一歩踏み出す力につながっていきます。 

今年度も、保護者の皆さまのあたたかなご理解とご協力に、心より感謝申し上げます。 

これからも、ご家庭と事業所が一緒になって、こどもたちの育ちを見つめ、支えていけたらと思い

ます。 

児童通所部門 園長 水流かおる 

（公認心理師・社会福祉士） 

 


